
 



ほやねな事例集 第 2号 目次 
 

 

１、ほやねな事例集にあたり 
 

２、デイサービスほやね城北 3つのコンセプト 
 

３、利用のためのＱ＆Ａ 

 

４、ほやねな事例集 
 

・①運動の継続により活動範囲の拡大がみられた 60 歳代男性 

・②ひざ痛や歩行能力、活動範囲が改善した 80歳代女性 

・③プログラム用紙を活用し運動量の増加につながった 90歳代女性 

・④認知症の影響により引きこもり傾向だったが、短時間デイサービス 

利用により活動的になった 80 歳代男性 

  ・⑤各々の目標のため自分の時間を過ごす 80歳代のご夫婦  

・⑥週 1 回の利用で活動範囲や交流の幅の拡大につながった 

80 歳代女性 

  ・⑦運動の継続により趣味の釣りが続けられている 70 歳代男性 

 



・⑧念願の船を一人で見に行けた８０歳代男性 

＊ほやねな事例集第 1号⑨事例の 4年後・・・ 

・⑨デイでの役割を見つけ、趣味に取り組む 90歳代男性 

  ・⑩毎年冬に短期集中型サービスを利用し、趣味の継続に 

つながった 70 歳代女性 

 

 ＊それぞれの取り組みなどや日々の様子など、ホームページやインスタグラムで随時更新しています。 

  

デイほやねインスタグラム 

 

ほやね城北ホームページ 

 



 ほやねな事例集にあたり 
 

 デイサービスほやね城北は開設以来“自りつ支援型”デイサービスとして運営し

てまいりました。介護保険法では自立支援の理念が掲げられていますが、私たちの

考える“自りつ支援”とはすべてが自分自身でできるようになるだけではなく、 

“自立”と“自律”の二つを合わせた支援だと考えます。 

 

＊自立  自分で立つこと、だれにも拠らずに立つこととされています。 

『認められる』という意味もあり、自由という概念に密接に結びついています。 

 

＊自律  自己決定を尊重するという意味が含まれています。自らの意見で自ら

の行動を決定すること、自分が決めた方向に進んでいけるということです。 

  

＊自りつ支援とは 

身体的自立だけでなく、精神的、社会的な自立も含めたうえでの“その人らし

く”という選択肢を持つこともとても大切だと考えます。自己決定ができて、自分

らしい生活が送れているかどうか、ということへの支援が私たちデイサービスほや

ね城北の考える自りつ支援になります。 

 

デイサービスほやね城北での自りつ支援に基づき、これからも利用していただいて

いる方々の“できるよろこびを日々のくらしに”を応援していきたいと思います。 







デイサービスほやね城北 利用のためのQ＆A 

 

Q；サービス付き高齢者住宅ほやね城北入居者以外でも利用できるのか？ 

A；もちろんできます。地域のデイサービスとして活用してもらえるとうれしいです。 

 

Q；送迎範囲はどこまで？ 

A；午前は当施設近辺の方を対象にしていますが、午後は範囲を広げて対応します。 

送迎については別途ご相談ください。 

 

Q；利用定員は何名まで？ 

A；午前、午後の２部制となっています。地域密着型デイサービスになりますので１単位の定員

は 12～１４名程度となっています。少人数で目の行き届いたサービスを提供します。基準緩和

型も指定をとっています。利用に関してはご相談ください。 

 

Q；利用対象について（予防給付でも利用は可能？） 

A；介護保険適応の方が対象となります。事業対象、要支援、要介護の方が対象です。 

 

Q；日常生活支援総合事業（事業対象者、要支援）の人も利用できるのか？ 

A；利用可能です。利用回数に関しましては、ご本人様、ご家族様のニーズやケアプランに合わ

せて検討します。私たちのコンセプトの一つに「自りつ支援」があります。頻回に通う事がその

方にとってその方らしい生活につながるのかどうかは、しっかりと見極めたいと思っています。

もう一つのコンセプトに「活動と参加」があります。「できる」事を日々の日常のくらしに生かせ

るように、利用時には地域資源の情報提供などと合わせて、日常的な運動習慣や外出する機会を

作るための支援を積極的にさせて頂きます。 

 

Q；どのような介護度の方が利用するイメージか？ 

A；事業対象者、要支援、要介護度に関係なく、「できる」ことを増やしたい方にお勧めです。コ

ンセプトの一つに、「目標指向」があります。あきらめていた夢や生活の中で「したい」ことを探

すことから支援していきます。通所の利点を生かして、色々な方と関わる中で目標も立てやすく

なります。 

 

Q；機能訓練（リハビリ）は個別で対応してくれるのか？ 

A；基本的には小グループ（5名程度）でのプログラムが主となりますが、個別の計画をもとに

プログラムの提供を行っていきます。目的が同じ利用者様が居られる場合には一緒にプログラム

をしていただくこともあります。目的や必要に応じて、機能訓練指導員が直接実施します。 

 

Q；リハビリのマシンはどのような方が使用できるのか？ 

A；車いす移動で足の力が弱い方や片麻痺の方、体力に自信のない方も使用できます。使用の際

には、使用方法などを丁寧に指導します。 

 

 



Q；半日の利用のメリットは？  

A；機能訓練のみをしたい方や、通常の通所系サービスを利用中で 1日利用をしたくない方にお

勧めしています。半日なので自身の生活ペースを崩さずに参加ができます。 

 

Q；入浴や食事はあるのか？ 

A；サービスとして、入浴や食事の提供はありません。 

 

Q；外出練習もするのか？ 

A；計画にあげる事で個別機能訓練として対応します。例えば、「買い物ができるようになりた

い」といった場合には、近隣のスーパーなどへ行き、実際の評価や練習をすることも想定してい

ます。また屋外歩行練習として近隣の歩行練習も実施しています。 

 

Q；見学や体験利用はできるのか？ 

A；見学や体験は依頼に応じて行っています。体験は無料となっており、送迎もあります。デイ

サービスほやね城北では見学や体験の後にデイサービスの利用を考えていただければ、と思って

いますので、その折はご連絡ください。 

 

Q；どのようなサービスの組み合わせがあるのか？ 

A；ヘルパーで買い物、調理、入浴などを利用されている方は併用することで、自立へ向けた環

境調整へのアドバイスや動作練習などが出来ます。 

訪問リハビリとの併用では、デイサービスでつけた体力や動作能力を実際の環境で練習するこ

とができます。訪問リハビリだけでは体力がつきにくい場合には併用することで効果が高まりま

す。 

医療における外来リハビリの制限が出てきています。要介護の方は他のデイサービスや通所リ

ハビリ（デイケア）との併用も可能です。 

 

Q；持ち物について 

A;運動しやすい服装（ズボンなど）と運動しやすい内履き、タオルとなっています。内履きは利

用ごとに持ち帰りとなりますのでご了承ください。 

 

Q；サービス中の水分補給について 

A；水やお茶は提供させて頂きます。その他については各自持参ということになります。 

 

Q；医療対応について 

A；看護師による健康チェックは利用日ごとに実施しています。 

体調不良時は家族の方かキーパーソンの方に相談してからの対応になります。基本的には主治

医の先生の意見を参考に、という形になりますが、プログラム中の急変時には救急車対応になる

こともご了承ください。 

 

 

 























 

ほやね城北 理念 

デイほやね Instagram ほやね城北HP 

QR コードから 

読み取って 

私たちの活動を 

ご覧ください 


